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1
四
国
山
地
に
お
け
る
隠
居
制
山
村
の
場
合
|
|

橋

征

治

本

一
、
は
じ
め
に

「
家
」
と
は
、
「
家
族
」
と
は
何
か
。
「
わ
が
国
の
」
と
限
定
し
て
も
、
歴
史
的
・
地
域
的
に
そ
の
内
実
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
概
念

規
定
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
お
き
た
い

T
Y
わ
が
国
の
伝
統
的
「
家
族
」
は
家
父
長

(
戸
主
)

を
頭
に
夫
婦
親
子
関
係
を
主
軸
と
し
て
、
主
と
し
て
直
系
家
族
員
に
よ
っ
て
(
時
に
は
傍
系
親
や
非
血
縁
者
を
抱
摂
し
な
が
ら
)
成
立
し

家制度と村落社会

て
き
た
。
そ
し
て
、
家
族
は
感
情
的
融
合
を
基
盤
に
し
た
わ
れ
ら
意
識
に
支
え
ら
れ
て
、
家
父
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
強
い
経

済
的
・
文
化
的
・
社
会
的
共
同
体
を
な
し
て
き
た
。
し
か
も
、
こ
の
家
族
共
同
体
は
そ
の
家
系
の
継
承
・
連
続
を
本
旨
と
し
、
家
族
員
に

そ
の
集
団
的
統
一
性
へ
の
帰
属
を
強
く
求
め
る
。
こ
こ
に
、
家
族
共
同
体
は
単
な
る
夫
婦
、
親
子
関
係
以
上
の
規
範
を
有
す
る
こ
と
に
な

る
(
2
3

そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
多
く
の
社
会
学
者
が
「
家
」
制
度
と
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
は
「
家
族
」
の
側
か
ら
み
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た
「
家
」
で
あ
る
。
家
は
ま
た
、
上
位
社
会
、
本
課
題
に
お
い
て
村
落
社
会
(
以
下
、

ム
ラ
と
呼
ぶ
)
の
諸
権
利
・
義
務
、
社
会
的
扶
助
、

共
労
・
共
同
な
ど
の
諸
社
会
関
係
や
生
産
関
係
の
基
本
的
単
位
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ム
ラ
の
構
成
単
位
と
し
て
の
「
家
」
は
上
位



270 

社
会
た
る
ム
ラ
規
範
と
の
整
合
が
求
め
ら
れ
る
。
逆
に
、
村
落
社
会
(
ム
ラ
)

は
、
中
間
単
位
と
し
て
の
同
族
団
や
地
縁
的
小
地
域
社
会

を
介
在
さ
せ
な
が
ら
も
、
「
家
」
を
そ
の
基
本
単
位
と
し
た
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な
結
合
体
と
し
て
成
立
し
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
村

落
も
ま
た
「
家
」
の
態
様
と
無
関
係
で
あ
り
え
な
い
(
3
3

と
こ
ろ
が
、
従
来
の
地
理
的
研
究
に
お
い
て
は
、
若
干
の
研
究
事
例
を
擁
す
る
も
の
の
、
「
家
」
制
度
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、

そ

れ

と
の
係
わ
り
か
ら
す
る
村
落
社
会
の
究
明
と
い
う
視
座
も
構
築
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

7)O
歴
史
地
理
学
的
分
野
に
お
い
て
も
、

生
産
シ

ス
テ
ム
や
村
落
制
の
歴
史
的
進
展
と
家
制
度
の
展
開
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
発
言
の
之
し
さ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
方
面
へ
の
関

心
が
充
分
に
払
わ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
家
制
度
の
重
要
な
一
環
を
な
す
隠
居
制
を
と
り

あ
げ
、
そ
れ
が
村
落
の
仕
組
み
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
記
の
研
究
視
座
構
築
の
一
助
と
し
た

L 、。
隠
居
制
ハ
5
)
と
は
、
家
父
長
制
的
な
家
制
度
に
お
け
る
家
父
長
権
の
全
体
ま
た
は
一
部
の
、
嗣
子
へ
の
譲
渡
相
続
に
伴
な
う
家
父
長
の

隠
退
シ
ス
テ
ム
と
い
え
よ
う
。
家
父
長
権
と
は
、
「
家
」
を
代
表
す
る
行
為
(
家
代
表
権
)
、
家
業
の
経
営
お
よ
び
家
計
家
産
の
管
理
・
運

営
(
財
産
権
)
、
家
族
員
に
対
す
る
扶
養
・
監
督
・
指
導
の
義
務
(
扶
養
・
監
督
の
義
務
と
呼
ん
で
お
こ
う
)
な
ど
を
内
容
と
す
る
(
6
)
O

具
体
的
な
隠
居
形
態
は
上
述
の
要
素
に
加
え
て
、
譲
渡
時
期
(
殊
に
嗣
子
の
婚
姻
時
期
と
の
関
連
)
、
居
住
様
式
(
カ
マ
ド
や
住
居
を
別

に
す
る
か
否
か
な
ど
)
、
隠
居
分
家
す
る
か
否
か
(
隠
居
屋
そ
の
も
の
、
ま
た
は
そ
こ
か
ら
の
分
家
)
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
分
類

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
家
制
度
そ
の
も
の
と
し
て
も
、
ま
た
村
落
制
へ
の
か
か
わ
り
方
も
か
な
り
相
違
す
る
。
大
き
く
は
、
家
父
長
権
の
譲
渡

が
全
面
的
に
か
つ
短
期
間
に
達
成
さ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
部
分
的
に
か
つ
時
期
的
な
ズ
レ
を
み
せ
る
か
に
よ
っ
て
大
別
さ
れ
う
る
。
竹

内ハ
7
〉
が
前
者
を
消
極
的
隠
居
、
後
者
を
積
極
的
隠
居
と
呼
び
、
二
宮
古
)
が
前
者
を
楽
隠
居
、

後
者
を
生
産
隠
居
と
呼
ん
だ
の
は
こ
の
区
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分
に
よ
る
。

「
生
産
」
な
い
し
「
積
極
的
」
隠
居
と
い
う
名
称
は
、

1ま

居
者
が
別
居
・
別
家
計
で
も
っ
て
、
未
婚
の
子
女
を
養
育
・
自
立
さ
せ

る
た
め
に
経
営
の
一
部
を
留
保
し
、
白
か
ら
生
産
に
励
む
こ
と
に
由
来

す
る
よ
う
に
、
生
産
隠
居
は
一
つ
の
「
家
」
が
分
化
・
分
立
的
に
存
在

し
、
機
能
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
前
記
の
観
点
か
ら

隠居制の形態別分布

す
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
家
」
が
上
位
社
会
、
こ
と
に
村
落
制
度
の
中
で

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

い
か
に
機
能
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
生
産
隠
居
が
多
く
の
場
合
は
別
居
形
態
を
採
る
こ
と
に
注
目

し
て
、
第
1
図
に
同
居
型
、
別
居
型
な
ら
び
に
隠
居
分
家
と
い
う
分
類

第1図

に
よ
る
隠
居
制
の
分
布
状
況
を
示
し
た
官
〉
。

ま
ず
、

隠
居
制
そ
の
も

の
が
西
南
日
本
に
片
寄
り
、
東
北
日
本
に
之
し
い
こ
と
に
気
付
く
。
さ

ら
に
、
別
居
隠
居
と
隠
居
分
家
型
は
、
福
島
県
の
一
部
を
除
け
ば
、
伊

豆
諸
島
よ
り
西
側
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
と
島
興
部
の
漁
村
(
半
農
半
漁

村
も
含
め
る
)
、
お
よ
び
四
国
山
地
の
山
村
に
多
く
分
布
す
る
。
最
も

積
極
的
な
隠
居
分
家
型
は
漁
村
に
多
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら

く
、
こ
う
し
た
分
布
現
象
は
わ
が
国
の
基
層
文
化
の
層
序
と
文
化
地
域
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と
の
関
連
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
周
圏
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
別
居
・
別
経
済

を
可
能
と
す
る
生
産
条
件
も
検
討
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

四
国
山
地
に
お
け
る
隠
居
制
は
徳
島
・
高
知
・
愛
媛
三
県
の
山
岳
地
帯
に
濃
厚
に
分
布
し
、
平
野
地
域
と
香
川
県
に
つ
い
て
は
、
そ
の

存
在
の
報
告
を
み
な
い
白
〉
。
隠
居
形
態
と
し
て
は
、

こ
の
分
布
範
域
が
焼
畑
経
営
地
帯
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

零
細
な
低
位

生
産
性
農
業
と
隠
居
制
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ハ

3
0
と
ま
れ
、

こ
う
し
た
分
布
論
的
考
察
は
本
論
の
テ
l
マ
と
は
別
に
論
じ
ら

れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

ゆ
す

高
知
県
樟
原
の
婿
入
婚
型
別
居
隠
居
住
〉
や
、
岡
県
本
川
村
で
は
隠
居
分
家
も
可
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
(
恐
が
あ
る
も
の
の
、

全

体
と
し
て
は
嫁
入
婚
型
の
別
居
隠
居
が
卓
越
し
て
い
る
。
こ
の
形
態
に
お
い
て
は
、
嗣
子
婚
姻
(
早
婚
で
あ
る
)
と
同
時
か
、
遅
く
と
も

第
一
子
誕
生
の
頃
ま
で
に
は
親
は
未
婚
の
子
女
を
引
き
連
れ
て
隠
居
屋
(
別
棟
ま
た
は
棟
続
き
)
に
移
り
住
み
、
別
カ
マ
ド
(
別
食
)
・
別

家
計
に
し
、
田
畑
を
適
宜
に
分
割
し
て
(
養
育
人
員
に
よ
る
)
経
営
を
別
に
す
る
の
が
典
型
的
で
あ
る

av
そ
し
て
、
分
布
の
核
心
地
域

か
ら
遠
ざ
か
る
ほ
ど
、
ま
た
農
林
業
的
要
素
が
減
退
す
る
ほ
ど
こ
の
典
型
か
ら
離
れ
、
同
居
・
同
カ
マ
ド
・
同
経
営
の
傾
向
が
顕
著
と
な

る
。
こ
う
し
た
状
況
は
徳
島
県
の
山
村
地
域
で
も
認
め
ら
れ
、
第
2
図
に
示
し
た
よ
う
に
東
四
国
の
主
峰
剣
山
を
中
心
に
東
祖
谷
山
村
・

西
祖
谷
山
村
・
木
頭
村
・
木
沢
村
官
〉
に
こ
の
典
型
的
な
別
居
隠
居
型
が
濃
厚
に
分
布
し
、

そ
こ
よ
り
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
別
居
隠
居
制

は
ア
イ
マ
イ
な
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
る
。

ニ
、
祖
谷
の
概
観
と
隠
居
制

東
四
国
山
地
の
主
峰
剣
山
に
源
を
発
し
、
深
い

V
字
谷
を
刻
む
祖
谷
川
沿
い
の
高
度
五

O
O
t九
0
0
メ
ー
ト
ル
の
僅
か
な
緩
斜
面
に
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し
が
み
つ
く
よ
う
に
集
落
が
点
在
す
る
祖
谷
山
白
〉
は
、
南
朝
方
と
し
て
活
躍
し
た

出
阿
波
山
岳
武
士
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
近
世
に
お
い
て
は
蜂
須
賀
氏
の
阿

布

6
波
支
配
に
頑
強
に
抵
抗
し
、
悲
惨
な
弾
圧
の
歴
史
を
刻
み
、
ま
た
平
家
落
人
伝
説
で

分
井
も
知
ら
れ
た
隠
れ
里
の
一
つ
で
あ
る
。
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
山
に
四
方
を
園
競
さ

の
童
尉

5

れ
、
か
つ
て
は
小
島
峠
な
ど
幾
本
か
の
峠
越
え
ル

I
ト
で
も
っ
て
吉
野
川
あ
る
い
は

隠

田
る
和
高
知
方
面
と
つ
な
が
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
(
大
正
年
聞
に
祖
谷
川
に
沿
っ
て
池
田
へ

十

J
4

制
の
県
道
が
開
通
し
た
)
。

に
井
県
今
気
候
的
に
は
、
年
間
の
平
均
気
温
が
一
四
度
、
降
水
量
が
一
七
八
六
ミ
リ
(
東
祖

由
冒
つ
d

徳
島
谷
山
村
大
枝
)
と
低
温
多
雨
の
典
型
的
南
海
式
山
岳
気
候
を
一
示
し
、
急
峻
な
地
形
的

問
叫
条
件
も
加
わ
っ
て
、
農
業
環
境
と
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
決
し
て
い
え
な
い
。
本

第
北
地
域
は
、
水
田
が
非
常
に
之
し
く
(
第
1
表
参
照
)
、
屋
敷
周
辺
の
熟
畑
で
の
麦
、
野

ヰ
菜
栽
培
と
、
そ
ば
・
ひ
え
な
ど
の
雑
穀
類
、
豆
類
、
イ
モ
類
を
主
と
す
る
焼
畑
経
営

τ
i
 

を
行
っ
て
き
た
生
産
性
の
低
い
農
業
地
域
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
よ
り
商
品
作
物
と

し
て
、
三
極
と
タ
バ
コ
の
栽
培
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
が
こ
の
地
域
に
お
け
る
現
金
経
済
を
支
え
て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
年
代
ま
り

の
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
の
余
波
は
こ
の
僻
遠
の
山
村
地
域
に
も
及
び
、
も
と
も
と
生
産
基
盤
の
弱
か
っ
た
農
業
経
営
は
行
き
詰
り
、

今
や
わ
ず
か
に
自
家
用
野
菜
の
栽
培
が
細
々
と
続
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

山
林
に
つ
い
て
は
、
国
公
有
林
が
山
村
面
積
の
約
半
数
を
占
め
、
残
余
の
私
有
林
に
お
い
て
も
徳
島
市
・
奈
良
県
・
愛
媛
県
な
ど
の
大
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東祖谷山村の人口・農業

年 度 昭和25年 昭和50年

地 域 |徳島県|東祖谷山村|徳島県|東祖谷山村

峨以上人口率問| 20 

耕地 0.3ha以下(%) 31 28 29 38 

所有 lha以上 (%) 14 2 18 4 

耕
国 (ha) 29，205 49 23，415 26 

地
止国 (ha) 4，669 331 7，037 134 

面
手責
焼畑 (ha) 1，096 32 

米 (ha) 26，010 47 22，200 21 

収穫 米以外の号類 26，916 331 1，992 25 ha) 

面積 いも類 (ha) 7，238 107 2，224 74 

工業用 (ha) 2，342 85 (5，386) (30) 

第1表

百万円)昭和50年の「工業用」欄は粗生産額(単位注

昭和45年

項 日 |徳島県|東祖谷山村

総山林面積 ha 414，285 22.809 

私 有 林 率% 66 45 

民有林蓄積量 m3/ha 77 57 

人工林30年生以上率% 17 2 

私有林の人工林率 % 27 17 

製材出荷量 m3 827，604 。

東祖谷山村の林業第2表
手
山
林
資
本
の
所
有
林
が
広
大
な
面
積
を
占
め
、
村
人
の
山

林
所
有
規
模
は
零
細
で
あ
る
。
そ
し
て
ご
多
聞
に
も
れ
ず
、

こ
の
地
域
に
お
け
る
育
成
林
業
の
展
開
は
近
々
十
数
年
の
少

な
い
年
輪
を
刻
む
に
す
ぎ
ず
、
第
2
表
に
示
さ
れ
た
よ
う

に
、
私
有
林
の
人
工
林
率
・
三
十
年
生
以
上
率
・
製
材
出
荷



量
・
蓄
積
量
の
い
ず
れ
の
指
標
を
と
っ
て
も
林
業
が
現
金
収
入
を
も
た
ら
す
段
階
に
は
ほ
ど
速
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
経
済
的
条

件
の
悪
化
に
加
え
て
、
生
活
環
境
、
こ
と
に
教
育
・
文
化
条
件
の
劣
悪
さ
が
青
年
・
オ
モ
層
の
著
し
い
人
口
流
出
と
出
穣
の
長
期
化
を
も

た
ら
し
た
。
こ
の
た
め
、
人
口
構
造
的
に
人
口
生
産
力
が
著
し
く
低
下
し
、
そ
れ
が
幼
令
・
若
年
人
口
の
減
少
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
逆

に
老
令
人
口
率
は
高
ま
っ
た
。

か
か
る
人
口
現
象
と
経
済
的
社
会
的
基
盤
の
著
し
い
変
容
は
、
隠
居
制
の
存
立
基
盤
た
る
「
家
」
の
人
口
的
構
成
そ
の
も
の
と
経
済
構

造
を
っ
き
崩
し
つ
つ
あ
る
臼
〉
O

調
査
対
象
集
落
と
し
て
、
東
祖
谷
山
村
で
は
菅
生
校
区
の
菅
生
蔭
と
、
和
田
校
区
の
上
釣
井
・
下
釣
井
(
も
と
は
釣
井
と
し
て
一
体
で

あ
っ
た
。
現
在
も
農
業
セ
ン
サ
ス
は
「
釣
井
」
で
あ
る
)
。
小
島
・
今
井
の
五
集
落
を
、
西
祖
谷
山
村
で
は
一
宇
地
区
の
一
宇
北
を
主
と

し
て
調
査
し
た
。
次
に
、
隠
居
制
を
支
え
る
経
済
条
件
と
人
口
構
成
の
変
容
を
中
心
に
対
象
集
落
の
概
要
を
紹
介
す
る
が
、
全
般
的
に
は

前
述
の
人
口
的
・
経
済
的
変
動
の
趨
勢
に
は
大
き
な
差
異
は
な
い
こ
と
を
前
も
っ
て
断
っ
て
お
き
た
い
。
さ
て
、
祖
谷
の
最
奥
部
に
位
置

す
る
菅
生
蔭
は
東
祖
谷
山
村
の
中
で
は
農
業
を
比
較
的
よ
く
残
し
て
い
る
集
落
に
属
し
、
第
二
種
兼
業
農
家
率
・
経
営
規
模
・
農
産
物
販

家制度と村落社会

売
の
い
ず
れ
の
指
標
に
お
い
て
も
他
の
四
集
落
よ
り
も
そ
の
傾
向
が
強
い
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
社
会
・
文
化
の
面
で
も
比
較
的
よ
く

伝
統
を
残
し
て
い
る
方
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
祖
谷
山
村
の
入
口
に
あ
た
る
和
田
校
区
の
四
集
落
で

は
農
業
的
要
素
は
弱
ま
る
。
今
井
は
、

著
し
い
挙
家
離
村
自
)
に
よ
り
今
や
廃
村
の
危
機
に
頻
し
て
お
り
、

人
口
構
成
に
お
い
て
も
三
十

歳
未
満
人
口
は
零
で
あ
る
。
ま
た
、
集
落
の
主
要
部
が
県
道
沿
い
に
位
置
し
、
幼
稚
園
や
小
学
校
も
所
在
し
、
和
田
地
区
の
中
心
地
の
観

を
呈
す
る
和
田
に
は
周
辺
集
落
よ
り
の
移
住
世
帯
も
多
く
、
社
会
的
・
経
済
的
変
容
が
も
っ
と
も
激
し
い
。
和
田
へ
の
移
住
世
帯
が
多
い
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小
島
は
、
労
働
力
人
口
が
他
集
落
に
比
し
て
低
く
、
和
田
と
同
様
に
農
家
率
が
著
し
く
低
く
な
っ
て
い
る
。
和
田
・
小
島
と
も
日
雇
・
臨
時
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昭和50年

地 区 |菅生蔭|釣 井|小 島|和 井

総 人 口 14 

人 15歳未満 % 7 11 11 15 O 

口 30歳 P % 19 14 14 16 。
構成 65歳 H % 56 58 69 51 71 

65歳以上 % 16 17 6 17 19 

労働人口率% 68 61 45 67 57 

乱含 世 帯 数 21 43 34 39 7 

農 家 率男五 66 33 32 38 86 

第2種兼業農家率% 79 94 100 93 100 

農産物販売なし% 21 52 23 93 O 

0.3ha未満率% 21 55 91 80 100 

0.7ha以上率% 21 9 O O O 

総J七に恒常的勤数F時3M 務W Z 6 

22 42 19 29 8 

兼業 23 12 。 10 25 

の グ出稼 。 48 16 7 13 
程 グ 日雇・臨 41 40 74 83 50 類
自営雇兼業 36 。 11 。 13 

県保有 1 ha未満本 車
。 30 18 20 17 

10ha以上率 % 34 3 。 O 17 

調査対象集落の概要第3表

一
層
い
の
多
い
集
落
で
あ
る
。
釣
井
は
和
田

校
区
の
中
で
は
農
家
が
多
い
方
で
あ
る

が
、
そ
の
内
実
は
か
な
り
弱
体
化
し
て
い

る
こ
と
が

0
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
層
五

五
形
、
農
産
物
販
売
額
零
の
農
家
率
五
二

Mmと
い
っ
た
数
字
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

釣
井
の
中
で
も
、
上
釣
井
の
方
は
菅
生
蔭

に
近
か
っ
た
が
、
近
年
、
道
路
が
つ
い
た

た
め
急
激
に
か
わ
り
つ
つ
あ
る
。
な
お
、

釣
井
の
出
稼
者
が
四
八
彪
と
兼
業
者
の
半

数
近
く
を
占
め
、
労
働
人
口
率
も
他
集
落

に
比
べ
や
や
低
い
。
西
祖
谷
山
村
の
一
宇

北
は
役
場
が
所
在
す
る
同
村
の
中
心
街
区

を
形
成
し
、
町
屋
が
大
部
分
を
占
め
、
農

家
は
わ
ず
か
に
五
戸
と
農
業
的
色
彩
の
も

っ
と
も
薄
い
集
落
で
あ
る
。

山
林
に
つ
い
て
は
、
山
林
保
有
規
模



昭和52年3月調査

地 区 |菅生蔭|釣 井 島 和 井|一宇北|全 体

年 度 1_30 I 52 1 30 52 30 52 30 52 30 I 52 I 30 52 

車念 戸 数!A) 24 20 39 38 30 34 13 18 13 6 68 46 187 182 

隠居可能戸数(司 7 8 18 15 8 5 1 9 11 O 8 10 43 

準隠居可能戸数 (c) 2 1 5 6 2 12 3 9 O 2 10 8 22 38 

1/ 率 制 8 5 13 16 7 35 15 24 O 33 15 17 12 21 

別 居 率(。 100 63 89 67 75 40 100 67 100 。25 50 81 60 (10) 

準 2J1j 居 率的 68 56 70 48 60 17 33 33 100 。11 28 57 33 (6) 

5J1j 食 率 (ω 100 75 94 73 88 60 100 67 91 O 75 50 91 66 

別 経 営 率制) 86 63 94 27 75 20 O 44 91 。63 60 83 40 (20) 

対象集落見IJの隠居実態第4表

(剛士，オモ該当者が在集落， (c)はオモ該当者が集落外に出ているケ{ス，制は C7Ax100， (同は別居戸数7B XlOO， 

(F)は別居戸数ム (B+C) X100，。は別食戸数マBX100，。主)は別経営戸数7B X100 

一宇北の( )内の数字は商業的理由による別居，別経営のケースを除いたもの。

注川
明
記
模
写
H~
悩
軍
隊

O ぐそ、気ーえ~-Y1il廻~韓日制組-Ì(cl謹.:>ド冷1J~;0 ドぞ~.{王ム。 -<H~主時士三令状・~ヰk ・ 4叫~. ~æ ・ 4担制関 Q堕 Hül[ム。

三五斗 Q~;t;ヤ誕制吋 ν総司~総 Q盟国五五馬会l経;t;..J¥--' rそ斗心。制:.r引退:君主l~盟主砲Icr'組l止ま話(国縦 11 車ギt削除J婦がぬ

J阪)以ヰ突かKd6君臨盟国:g1tl，議Q珂 (6雪印時) ~'臣民川+-壮ギ千) 1三〈詰よj ム ~lD[[*社( 1仲村Q，.:f11同次)ヤ l時..J.;J.Q

h
h
k
h
N
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に
、
五
十
二
年
に
は
六
割
に
下
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
オ
モ
該
当
者
が
ム
ラ
の
外
へ
出
て
不
在
の
ケ
ー
ス
も
隠
居
可
能
戸
数
と
み
て
計

算
し
た
場
合
(
準
別
居
率
)
は
六
割
か
ら
三
割
へ
と
半
減
す
る
。
こ
れ
は
、

オ
モ
該
当
者
の
村
外
流
出
に
よ
り
、
隠
居
し
た
く
と
も
出
来

な
く
な
っ
た
家
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
別
食
の
習
慣
は
ま
だ
根
強
く
、
別
居
隠
居
は
当
然
と
し
て
も
、
同
居
し
て
い
て

も
食
事
は
別
に
す
る
と
い
う
ケ
l
ス
も
多
い
。
経
営
に
つ
い
て
は
農
業
そ
の
も
の
が
衰
退
し
た
た
め
、
農
業
の
別
経
営
は
著
し
く
低
下
し

て
い
る
。
第
4
表
の
別
経
営
率
に
は
、

オ
モ
層
の
農
業
離
れ
他
産
業
従
事
が
別
経
営
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
ご
宇
北
や
和
田
)

一
層
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

集
落
別
の
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
、
隠
居
制
は
菅
生
蔭
に
も
っ
と
も
よ
く
残
さ
れ
、
釣
井
・
和
田
・
小
島
・
一
宇
北
・
今

井
の
順
に
弱
体
化
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
和
田
の
場
合
は
二
子
北
と
同
様
に
非
農
業
的
要
因
か
ら
別
居
、
別
経
営
を
な
し
て
い
る
ケ
l
ス

が
あ
る
程
度
含
ま
れ
る
の
で
(
第
4
表
で
は
区
分
で
き
な
か
っ
た
)
、
そ
れ
を
差
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
か
か
る
状
況
を
前
述
の

各
集
落
の
経
済
的
・
人
口
的
条
件
と
勘
案
す
る
と
、
人
口
移
動
・
社
会
的
変
化
が
比
較
的
少
な
く
、
農
林
業
へ
の
依
存
度
が
高
い
集
落
ほ

ど
隠
居
制
を
よ
く
残
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

三
、
隠
居
制
か
ら
み
た
「
家
」
と
村
落

分
立
的
な
「
家
」
制
度
で
あ
る
別
居
隠
居
制
と
村
落
社
会
組
織
の
係
わ
り
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
だ
て
が
有
効
だ

ろ
う
か
。
思
う
に
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
の
両
事
象
の
関
係
は
各
々
の
本
質
に
及
ん
で
い
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
本
質
に
お
け
る
係
わ

り
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
深
く
関
心
を
払
う
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
別
居
隠
居
制
の
本
質
を
な
す
家
代
表
権
、
財
産
権
、
扶
養
・
監
督

の
義
務
の
各
在
り
様
を
村
落
社
会
の
仕
組
み
と
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
し
、

つ
い
で
、
生
産
隠
居
と
し
て
の
別
居
隠
居
が
村
落
の



昭和52年3月アンケート調査

内
総回答数
主体①

項 目
区分|別合

「主体J以外の者が行うケ{ス②
容

冠 fri 葬 タF31t 24 オモ 58% 隠居・中隠居が主(5) 仏壇は隠居屋(1) 隠居家族員の葬式(1) オモ出稼(1)

家 位牌の置場所 20 " 70 隠居・中隠居(3) 隠居家族員の分(2) 両方にあり(1)
代 区会資・税金負担 22 " 77 隠居(1) 各自負担(2) 出せる方が出す・区別なし(幼
表 その他費用の負担 20 " 60 隠居(1) 各自負担(3) 出せる方が出す・区別なし(引 オモ出稼(2)
権 出 役 24 λア 75 隠居(引 出れる者(2) 別戸籍なので両方(1) オモ出稼(2)

寄 り A日. L 、 23 " 74 隠居(幼 出れる者(1) オモが出るが隠居の意見に従う(1) オモ出稼(2)

付 き A日、 L 、 8 λア 25 隠居としての付き合いあり(5) 各自(1)

山
経営の主導権 17 隠居 65 隠居が高齢・母親のみなのでオモ(5) 各自割り当て分について(1)

処 分 権 10 
ル'
50 隠居が高齢・母親のみなのでオモ(4) 各自割り当て分について(1)

林 オモの植林 8 隠居の許可が必要(2) 主として(1) オモも可(5) 共同(1)

嗣子以外の子女の扶養
1
16 
1同81 1 隠臨時みのたい3

ユイ・手間替えの労働 1 20 1叶55 1 隠居(1) 各自(6) 時には

「家」と山林の運営第5表

加
明
記
出
限
定
心
脳
軍
総

各内容・項目について，オモ・隠居のどちらが主として行うとみなされているかによった。

オモが「主体」なら隠居，隠居が「主体」ならオモ。( )内の数字は実数

① 

② 

注
。、
合、

。ー
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空
間
構
造
に
ど
の
よ
う
な
影
を
落
し
て
い
る
か
を
み
て
み
た
い
。

家
を
代
表
す
る
行
為
は
祖
先
祭
担
と
冠
婚
葬
祭
の
主
宰
、

家
代
表
権

ム
ラ
の
諸
公
役
(
出
役
、

寄
り
合
い
へ
の
出
席
)
、

諸
費

用
の
負
担
(
税
金
な
ど
の
公
費
、
区
会
費
、
そ
の
他
)
、
付
き
合
い
、
生
産
関
係
(
ユ
イ
・
手
間
替
え
な
ど
)
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る
。
四

国
の
別
居
隠
居
制
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
家
代
表
権
は
オ
モ
層
に
属
す
る
の
が
一
般
的
で
第
5
表
に
示
し
た
よ
う
に
東
祖
谷
山
村
で
も
ほ
一

・
「
寄
り
合
い
」
へ
の
出
席
・
「
諸
費
用
の
負
担
」
な
ど
に
つ
い
て
は
オ
モ
層
と
い
う
ケ
l
ス
が
七

1
八
割
を

ぼ
同
様
で
あ
る
。
「
出
役
」

占
め
、

一
応
、
そ
の
原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
冠
婚
葬
祭
の
主
宰
」
で
は
、
八
主
と
し
て
隠
居
・
中
隠
居

V
と
い
う
ケ

l

ス
の
二
割
を
は
じ
め
と
し
て
、
隠
居
層
が
主
宰
な
い
し
一
部
を
担
う
ケ

l
ス
が
四
割
に
達
し
て
い
る
(
こ
と
に
隠
居
屋
か
ら
出
た
死
者
に

つ
い
て
は
隠
居
が
主
宰
す
る
し
、
そ
の
位
牌
も
隠
居
屋
に
置
く
と
い
う
ケ
l
ス
が
目
立
つ
)
。
「
そ
の
他
費
用
」
で
は
、
八
各
自
負
担

V
と

八
出
せ
る
方
が
出
す

V
が
二
・
五
割
を
占
め
、
費
用
負
担
は
オ
モ
層
と
い
う
原
則
が
崩
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
付
き
合
い
」
に
な
る
と
、

人
家
を
代
表
し
て
の
付
き
合
い

V
に
つ
い
て
は
オ
モ
が
当
た
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
隠
居
に
は
八
隠
居
と
し
て
の
付
き
合
い
が
あ
る

V
と

す
る
ケ
l
ス
が
七
割
強
を
占
め
る
|
|
こ
と
に
地
下
(
近
隣
集
団
)
・
親
戚
・
世
話
に
な
っ
た
人
に
対
し
て
は
隠
居
も
「
付
き
合
い
」
を

オ
モ
が
離
村
・
出
稼
な
ど
の
た

果
た
す
。
こ
の
よ
う
に
、
隠
居
達
成
後
も
隠
居
が
家
代
表
権
を
持
続
し
た
り
(
こ
と
に
中
隠
居
の
場
合
)
、

め
隠
居
が
オ
モ
の
代
役
を
つ
と
め
た
り
し
て
、
「
オ
モ
層
が
主
」
と
い
う
原
則
が
家
代
表
権
の
一
部
に
つ
い
て
は
崩
れ
て
お
り
、
家
代
表
権

の
全
て
が
オ
モ
層
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
第
5
表
の
「
寄
り
合
い
」
の
項
を
見
直
す
と
、

オ
モ
が
出
る
が
、
隠
居

の
意
見
に
従
う
と
い
う
一
件
が
気
に
か
か
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
た
し
か
に
一
件
し
か
出
て
こ
な
い
が
、
調
査
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
の
村
人

に
会
っ
て
話
を
聞
い
た
印
象
か
ら
は
、

オ
モ
層
が
若
く
て
未
熟
で
、

隠
居
層
が

「
実
力
隠
居
」
(
想
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
場
合
、
「
家
」

と
し
て
の
意
志
決
定
に
は
、
隠
居
の
意
見
が
重
き
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
後
述
す
る
ム
ラ
の
政
治
と
祭
把
に



お
け
る
隠
居
層
の
位
置
と
を
考
え
合
わ
せ
る
時
、

オ
モ
の
家
代
表
権
は
か
な
り
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

ぅ
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
、
対
外
的
に
は
、

一
戸
と
し
て
振
舞
い
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
点
に
は
か
わ
り
が
な
い
わ
け
だ
か

ら
、
そ
う
し
た
現
象
は
あ
く
ま
で
個
々
の
「
家
」
の
問
題
に
と
ど
ま
る
と
も
い
え
よ
う
。
だ
が
、
家
の
枠
を
大
き
く
は
み
出
る
こ
と
は
な

い
に
し
て
も
、
隠
居
が
別
屋
敷
を
構
え
別
経
済
を
営
む
こ
と
に
よ
っ
て
分
立
性
を
高
め
、
人
隠
居
と
し
て

V
、
そ
れ
な
り
の
社
会
関
係
を

形
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
対
外
的
に
「
家
」
と
し
て
二
重
の
社
会
関
係
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
点
に
は
注
目
し
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。

次
に
、

ム
ラ
に
お
け
る
隠
居
の
位
置
付
け
を
屋
根
葺
き
講
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
の
組
織
に
は
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ

る
。
東
祖
谷
山
村
最
奥
の
菅
生
蔭
地
区
で
は
、
母
屋
に
つ
い
て
は
ム
ラ
の
全
戸
が
仲
間
山
(
数
戸
持
ち
)
の
萱
山
な
ど
か
ら
萱
二
荷
(
一

荷
は
一
抱
え
五
尺
)
を
刈
り
出
し
、
二

O
尋
の
縄
二
く
り
と
と
も
に
持
ち
寄
り
葺
き
終
え
る
ま
で
夫
婦
が
手
伝
う
(
五
人
ぐ
と
も
い
わ
れ

る
)
。
納
屋
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
、
労
働
力
提
供
は
二
人
ぐ
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
隠
居
屋
に
つ
い
て
は
、

ム
ラ
全
体
と
し

て
で
は
な
く
、
親
戚
・
近
隣
、

お
よ
び
隠
居
屋
の
あ
る
家
(
隠
居
が
元
気
な
場
合
は
手
伝
う
)

よ
り
納
萱
・
手
伝
い
が
出
さ
れ
る
に
と
ど

家制度と村落社会

ま
る
。
こ
の
場
合
、
隠
居
屋
の
屋
根
葺
は
公
的
な
も
の
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
わ
け
だ
が
、

か
と
い
っ
て
全
く
私
的
な
も
の
と
し

て
で
も
な
く
、

い
わ
ば
一
定
の
社
会
規
範
の
も
と
に
ム
ラ
よ
り
下
位
の
集
団
、
範
囲
内
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

村
の
入
口
に
近
い
小
島
地
区
で
は
、
母
屋
、
隠
居
屋
の
区
別
は
せ
ず
、
仲
間
山
や
九
人
持
ち
山
の
萱
場
よ
り
ム
ラ
全
戸
が
六
荷
を
納
萱

す
る
。
た
だ
し
、
隠
居
屋
の
あ
る
家
は
別
に
三
荷
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
手
伝
い
に
つ
い
て
も
隠
居
屋
の
あ
る
家
は
半
役
分
だ
け
余

281 

計
に
出
す
き
ま
り
で
あ
る
と
い
う
。
当
然
、
隠
居
が
元
気
な
場
合
は
こ
の
負
担
増
分
を
隠
居
が
負
う
こ
と
に
な
る
ケ

1
ス
が
多
い
。
す
な

わ
ち
、
小
島
で
は
、
隠
居
屋
は
母
屋
と
同
列
に
お
か
れ
、

ム
ラ
組
織
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
上
釣
井
は
菅
生
蔭
型
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に
、
下
釣
井
、
和
田
、

お
よ
び
西
祖
谷
山
村
の
一
宇
北
は
小
島
型
に
近
い
形
態
を
と
る
。
こ
の
二
形
態
の
ど
ち
ら
が
古
い
形
態
な
の
か
を

判
断
す
る
材
料
を
欠
く
の
で
断
定
は
避
け
た
い
が
、
両
形
態
を
通
じ
て
、
隠
居
屋
が
全
く
私
的
な
も
の
に
止
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明

白
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
実
は
、
隠
居
と
い
う
「
家
」
の
事
情
に
と
も
な
う
「
萱
葺
き
」
と
い
う
物
的
必
要
が
ム
ラ
社
会
の
中
で
一
定
の
位

置
を
与
え
ら
れ
、
充
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
、
隠
居
す
る
と
い
う
こ
と
が
社
会
規
範
の
一
部
を
な
す
が
た
め
に
そ
れ
に
と

も
な
う
費
用
(
萱
)
・
労
働
力
(
手
伝
い
)
が
社
会
的
に
負
担
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

入
会
権
に
つ
い
て
は
、
入
会
山
の
解
体
に
よ
っ
て
そ
の
実
体
を
喪
っ
て
き
て
い
る
が
、
隠
居
・
オ
モ
の
区
別
な
く
一
戸
の
家
と
し
て
把

握
さ
れ
る
。
実
際
上
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
隠
居
層
は
手
近
か
の
私
有
林
を
利
用
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
入
会
山
や
仲
間
山
の

利
用
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
オ
モ
が
当
た
っ
て
い
る
。

次
に
ム
ラ
の
諸
役
で
あ
る
が
、

ム
ラ
を
代
表
す
る
「
区
長
」
は
、
昭
和
四
六
年
に
は
東
祖
谷
山
村
四
四
地
区
の
う
ち
、
九
地
区
と
約
二

割
が
隠
居
層
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
三
十
年
の
隠
居
率
(
隠
居
戸
数
の
総
戸
数
に
対
す
る
比
)
三

O
%、
五
二
年
の
同
一
五
が
か
ら

す
れ
ば
、
こ
の
数
字
は
妥
当
な
線
で
隠
居
・
オ
モ
の
区
別
な
く
区
長
が
選
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
受
け
と
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
二
年
に
は

隠
居
が
区
長
役
を
勤
め
る
の
は
二
地
区
の
み
と
激
減
し
て
お
り
、
こ
の
六
年
間
に
区
長
の
新
旧
交
代
が
か
な
り
進
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、

オ
モ
層
の
離
村
・
出
稼
ぎ
の
た
め
新
た
に
隠
居
が
成
立
す
る
ケ
l
ス
は
少
な
く
な
り
、
隠
居
率
が
減
少
し
た
こ
と
、

お
よ
び
隠
居
層
の
老
令
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
返
せ
ば
、
古
く
は
隠
居
が
区
長
役
に
就
く
割
合
は
も
っ
と
高

か
っ
た
と
推
測
さ
せ
る
。
そ
の
他
の
諸
役
に
隠
居
が
就
く
割
合
は
、
村
会
議
員
は
低
く
、
民
生
委
員
な
ど
の
名
誉
職
は
高
く
、
氏
子
総

代
・
世
話
役
も
物
識
り
と
い
う
こ
と
で
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ム
ラ
政
治
が
隠
居
層
に
よ
っ
て
牛
耳
ら
れ
て
い
る
と
い
う
高

知
県
ほ
ど
で
な
い
に
し
て
も
(
恕
、
本
地
域
で
も
隠
居
層
が
ム
ラ
政
治
に
参
与
す
る
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。



扶
養
・
監
督
の
義
務
と
「
家
」
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

別
居
隠
居
制
の
も
と
で
は
、
未
婚
の
子
女
の
扶
養
、
監
督
お
よ
び
彼
等
の

場
合
に
は
、

目
立
を
達
成
さ
せ
る
義
務
は
隠
居
に
帰
属
す
る
。
も
っ
と
も
、
病
気
、
高
令
な
ど
の
た
め
隠
居
の
扶
養
能
力
が
弱
体
化
な
い
し
欠
如
し
た
村

外

オ
モ
が
協
力
ま
た
は
肩
替
わ
り
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
祖
谷
の
場
合
も
、

ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
(
第
5
表
)
。
ま
た
、

へ
出
て
い
た
子
女
が
里
帰
り
ま
た
は
帰
村
し
た
際
に
身
を
寄
せ
る
の
も
母
屋
に
比
べ
手
狭
な
隠
居
屋
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
れ
は
親
子
の

情
と
し
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
母
屋
・
オ
モ
の
「
家
」
に
お
け
る
位
置
を
一
層
は
っ
き
り
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
家
」
内
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
ち
ら
が
掌
握
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
す
る
答
え
は
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
定
す
る
こ

と
を
拒
む
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
は
時
間
的
に
変
化
す
る
事
柄
で
あ
る
し
、
識
見
・
生
産
力
と
い
っ
た
個
人
的
な
能
力
に
も
大
き
く
左
右
さ

れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、

お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
い
え
よ
う
。
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
オ
モ
層
が
若
年
で
未
熟

オ
モ
層
が
実
力
を
蓄
え
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
比
重
は
オ
モ
層
の
方
に
移

な
う
ち
は
壮
年
の
隠
居
層
の
発
言
力
が
重
き
を
な
す
。
し
か
し
、

っ
て
い
き
、
隠
居
が
高
令
化
し
子
女
の
自
立
も
達
成
さ
れ
る
と
、

家制度と村落社会

(A家〕
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白隠居成立時の隠居
同居者

O 現在の隠居同居者
オ
モ
層
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
掌
握
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
個
々
の
ケ

ー
ス
で
は
か
な
り
偏
差
の
大
き
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

例事の居一
回

隠
長
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
の
検
討
よ
り
、

問
一
唱
権
は
か
な
り
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
分
野
で
も

第

る。
以
上
の
家
代
表
権
、
扶
養
・
監
督
の
義
務
、

お
よ
び
家

O
オ
モ
層
の
家
代
表

O
こ
の
「
家
」

隠
居
層
が
一
定
の
役
割
合
-
占
め
る
こ
と
、

R
s
f主

レ
ベ
ル
で
の
役
割
分
担
は
「
家
」
に
お
け
る
オ
モ
・
隠
居
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と
い
う
二
重
構
造
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

O
扶
養
・
監
督
の
義
務
は
原
則
と
し
て
隠
居
層
に
あ
り
、
そ
れ
を
オ
モ
が
援
助
す
る

ま
た
個
々
の
事
情
に
よ
っ
て
変
化
し
、

変
更
し
う
る
も
の
で
、
O
た
だ
し
、
そ
の
役
割
分
担
は
、
固
定
的
と
い
う
よ
り
も
年
齢
と
と
も
に
、

体
制
を
と
る
こ
と
、

配
の
委
譲
過
程
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
)
、

か
な
り
融
通
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
(
そ
れ
は
家
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
移
譲
過
程
や
次
項
で
述
べ
る
経
営
地
支ム

ラ
の
役
割
組
織
(
こ
と
に
政
治
・
祭
杷
)

O
「
隠
居
」
が
ム
ラ
の
社
会
的
公
認
を
受
け
、
対
外
的
に
一
定
の
社
会
関
係
を
結
び
、

に
直
接
的
・
間
接
的
に
参
与
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

O
「
家
」
レ
ベ
ル
の
役
割
分
担
が

ム
ラ
レ
ベ
ル
に
反
映
さ
れ
、
そ
こ
に
も
二
重
構
造
を
出
現
せ
し
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
を
模
式
化
す
れ
ば
第
4
図
の

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

生
産
と
の
関
連

わ
が
国
の
農
業
は
「
家
族
」
を
生
産
単
位
と
す
る
と
こ
ろ
の
家
族
経
営
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ

て
、
農
業
生
産
様
式
は
古
代
や
中
世
に
み
か
け
ら
れ
る
隷
属
的
部
分
を
抱
摂
し
た
大
家
族
制
に
よ
る
大
規
模
経
営
、
近
世
の
封
建
的
小
家

族
制
に
よ
る
小
農
制
と
い
う
よ
う
に
、
家
族
制
度
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
他
方
、
そ
う
し
た
個
別
農
業
生
産
は
そ
れ
ぞ
れ
自
立
的

「ムラ」レベル「イエ」レベル

オモ・隠居の役割り関

係と村落の組織

点線で区分したのは，その境界

が一定不変のものでなく融通性

を持っていることを示唆する。

第4図

に
営
ま
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、

入
会
林
野
の
利
用
、
水
利
の
共
同
、

ユ
イ
と
い
っ
た
多
く
は
ム
ラ
を
基
盤
と
す
る
と
こ
ろ
の
共
同
体
的
物

質
基
盤
と
相
互
扶
助
に
支
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
前
提
と
す
る
こ
と
に

よ
り
成
立
し
て
き
た
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
個
別
農
業
生
産
単
位
は

「
一
戸
前
」
、
「
株
」
と
い
っ
た
呼
称
に
よ
り
認
識
さ
れ
た
「
家
」
で

あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
個
別
生
産
単
位
と

し
て
の
「
家
族
」
は
ム
ラ
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
「
家
」
と
し
て
把
握
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3焼畑

4山林

分
割
さ
れ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
祖
谷
に
お
け
る
別
居
隠
居

rAJ家の経営土地分割状況

1回

21田

制
に
お
い
て
は
、

オ
モ
と
隠
居
が
経
営
地
を
分
け
、
用

具
や
資
材
の
多
く
を
別
に
す
る
別
経
営
形
態
を
と
る
。

し
か
し
厳
密
に
は
、
同
一
経
営
体
に
お
け
る
互
助
性
の

高
い
分
割
経
営
(
た
と
え
ば
、
隠
居
は
オ
モ
の
経
営
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
る
)
と
い
え
よ
う
。
隠
居
に
扶
養

第5図

家
族
が
多
い
場
合
に
は
、
隠
居
は
全
経
営
地
の
半
分
な

い
し
四
割
ほ
ど
を
経
営
し
、
家
族
員
が
減
少
す
る
に
つ

れ
て
経
営
地
を
オ
モ
層
(
オ
モ
の
家
族
員
は
増
加
し
て
く
る
)

に
譲
り
渡
し
、
隠
居
夫
婦
だ
け
に
な
る
と
自
分
の
食
べ
代
に
な

る
程
度
の
経
営
地
(
経
営
規
模
に
よ
っ
て
も
異
る
が
、
二
割
程

度
)
だ
け
を
残
し
、

い
よ
い
よ
働
け
な
く
な
る
と
オ
モ
が
全
面

的
に
一
肩
代
わ
り
す
る
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
く
る

a〉O
第

285 

5
図
に
お
け
る

A
家
は
隠
居
屋
の
最
盛
期
を
越
し
た
場
合
の
隠

lffi 3焼畑

2畑 4tli林

rBJ家の経営土地分割状況

田園・隠居屋li22J隠居の経営地

~オモ屋仁コオモの経営地

第自図
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居
、
オ
モ
の
経
営
地
の
状
況
を
、
第
6
図
の

B
家
は
終
末
期
の
同
状
況
を
示
し
て
い
る
。
生
産
用
具
に
つ
い
て
は
、
鍬
・
鎌
・
鋤
な
ど
は

銘
々
に
所
有
し
、
牛
馬
も
別
に
す
る
。
た
だ
し
、

一
頭
だ
け
し
か
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
共
同
使
用
す
る
。
ま
た
、
草
肥
な
ど
の
農
業

資
材
も
一
応
別
に
す
る
が
、
隠
居
の
体
力
が
衰
え
て
い
る
場
合
に
は
オ
モ
が
代
わ
っ
て
採
っ
て
来
て
や
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
実
際
の
経
営
に
お
い
て
、

か
な
り
分
立
性
の
高
い
こ
と
は
否
め
な
い
し
、
そ
の
分
立
性
が
対
外
的
に
反
映
さ
れ
る
と
と
も

ム
ラ
空
間
に
お
け
る
土
地
利
用
主
体
の
圏
的
構
造
を
出
現
せ
し
め
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

前
期
の
入
会
林
野
の
利
用
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
主
た
る
利
用
者
は
オ
モ
層
で
あ
る
。
第
5
表
を
み
て
も
わ
か
る

よ
う
に
、
隠
居
層
は
私
有
林
の
経
営
権
を
掌
握
し
て
お
り
(
こ
と
に
既
植
林
地
の
経
営
・
処
分
権
は
原
則
的
に
は
隠
居
に
属
す
る
)
、
彼

等
の
林
野
利
用
は
、

お
お
む
ね
私
有
林
の
範
囲
内
で
こ
と
足
り
る
し
、
萱
場
か
ら
の
萱
刈
り
出
し
の
務
め
は
主
と
し
て
オ
モ
層
に
係
わ
る

こ
と
な
の
で
、
隠
居
が
入
会
林
野
を
利
用
す
る
こ
と
は
少
い
わ
け
で
あ
る

av
こ
れ
を
位
置
的
に
み
れ
ば
、

お
お
む
ね
隠
居
層
は
集
落

に
近
い
私
有
林
を
主
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、

オ
モ
層
は
遠
方
の
私
有
林
や
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
の
入
会
林
野
を
利
用
し
て
い
る
(
第
5

図
の

A
家
の
場
合
を
参
照
)
。
す
な
わ
ち
、
第
7
図
の
模
式
図
の
よ
う
に
林
野
利
用
の
主
体
に
関
し
て
は
、
隠
居
・
オ
モ
層
に
よ
る
圏
構

造
が
出
現
し
て
い
る
。
な
お
、
本
村
の
山
林
の
四
割
は
国
有
林
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
村
境
界
部
に
位
置
す
る
奥
山

で
、
集
落
か
ら
み
れ
ば
最
奥
部
の
山
林
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
の
前
半
に
か
け
て
、
国
有
林
の
大
規
模
植
林
が
は
か
ら

れ
た
が
、
そ
の
労
働
力
の
多
く
は
地
元
か
ら
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
労
働
力
の
主
体
が
激
し
い
労
働
に
耐
え
ら
れ
る
非
隠
居
層
(
青
壮
年

層
)
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の
入
会
林
野
の
外
側
に
国
有
林
H

非
隠
居
層
と
い
う
第
三
の
圏
を
設
定

し
う
る
。

山
林
に
み
ら
れ
た
圏
構
造
は
田
畑
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
。
第
5
図
に
示
し
た

A
家
は
こ
の
地
域
と
し
て
は
経
営
規
模
の
大
き
い
方



17)(回・書名畑
2旧焼畑・採草地
3私有林
4入会林野
5国有林

Eヨ隠居の経営地・利用地
仁コォモの経営地・利用地

ムラ空間における隠居，オモ経営地の分化

模式図

で
、
隠
居
は
長
ら
く
区
長
を
勤
め
、
現
在
は
オ
モ
が
区
長
を
引
継
い
で
い
る
が
教
員
と
し
て
他

在
所
へ
出
向
い
て
い
る
の
で
、
隠
居
が
代
役
を
勤
め
て
い
る
。
経
営
地
は
隠
居
・
オ
モ
で
ほ
ぼ

折
半
さ
れ
て
い
る
。
地
目
別
に
そ
の
分
布
を
み
る
と
、
隠
居
の
水
田
は
隠
居
屋
に
ご
く
近
い
の

に
対
し
て
、

オ
モ
の
水
田
は
河
川
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
対
岸
の
不
便
な
位
置
に
あ
る
。
畑
地

に
つ
い
て
は
、
隠
居
は
熟
畑
を
経
営
し
、

オ
モ
は
か
つ
て
の
焼
畑
地

a)を
振
り
当
て
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
隠
居
は
近
く
て
便
利
で
、

し
か
も
地
味
の
こ
え
た
農
地
を
経
営
す
る
傾
向

に
あ
り
、
こ
れ
を
地
元
で
は
「
イ
ン
キ
ョ
ゴ
ヤ
シ
」
と
榔
撤
し
て
呼
ん
で
い
る
。

B
家
の
場

合
、
隠
居
屋
に
は
高
齢
の
母
の
み
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
経
営
権
の
全
体
が
オ
モ
に
移
っ
て
お

り
、
ォ
モ
が
「
隠
居
分
」
と
し
て
の
田
畑
の
経
営
を
肩
替
わ
り
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
家
の

場
合
も
「
隠
居
分
」
は

A
家
と
同
様
の
位
置
を
占
め
て
い
る
点
に
は
変
り
が
な
い
。

図第

ラ
空
間
に
お
い
て
は
田
畑
・
山
林
の
経
営
主
体
が
隠
居
層
・
オ
モ
層
に
よ
る
互
層
を
な
す
圏
構
造
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。

家制度と村落社会

以
上
の
ご
と
く
、
「
家
」
レ
ベ
ル
に
お
け
る
経
営
の
分
化
が
第
7
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

ム

年
齢
的
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
員
の
状
況
に
お
い
て
も
、
異
質
な
主
体
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
各
空
間
の
利
用
形
態
が
か
な
り
異
な

る
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
今
日
で
は
田
畑
経
営
そ
の
も
の
が
放
棄
さ
れ
、
僅
か
に
元
気
な
隠
居
層
や
年
配
の
オ
モ
層
が

自
家
用
と
し
て
一
部
の
耕
地
を
経
営
す
る
に
過
ぎ
ず
、
耕
地
の
多
く
は
植
林
さ
れ
て
し
ま
い
(
第
6
図
の

B
家
の
宅
地
周
辺
の
山
林
は
か

287 

つ
ま
び
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
。

つ
て
は
畑
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
)
、
米
、
野
菜
を
購
買
す
る
ケ
l
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
調
査
で
は
そ
の
実
態
を
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労
働
の
面
で
は
、
経
営
が
分
化
し
て
い
る
の
で
、
隠
居
・
オ
モ
は
各
々
の
経
営
に
専
念
す
る
わ
け
だ
が
、
事
情
に
応
じ
て
相
互
に
助
け

合
う
の
は
一
つ
「
家
」
と
し
て
当
然
で
あ
る
(
告
。

ュ
ィ
、
手
間
替
え
な
ど
に
は
「
家
」

の
扶
役
的
部
分
を
請
っ
て
い
る
オ
モ
が
出
る
の

が
建
前
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
第
5
表
)

で
は
そ
う
し
た
ケ
l
ス
は
五
割
強
で
、
コ
一
分
の
一
近
く
は
、
隠
居

経
営
地
へ
の
他
人
の
労
働
力
扶
助
に
つ
い
て
は
、
隠
居
が
元
気
な
う
ち
は
自
ら
返
す
と
答
え
て
お
り
、
経
営
が
分
化
し
て
い
る
た
め
に
、

労
働
力
の
互
助
関
係
が
別
個
に
顕
現
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
か
な
り
融
適
性
を
持
た
せ
た
隠
居
・
オ
モ
の
経
営
の
分
化
も
今
日
で
は
オ
モ
世
帯
主
層
の
他
産
業
就
業
や
長
期
出
稼

ぎ
の
た
め
困
難
と
な
り
、

一
体
的
に
経
営
さ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
隠

居
制
の
今
日
的
状
況
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
高
度
経
済
成
長
下
に
お
け
る
社
会
的
・
経
済
的
変
容
と
の
関
連
に
お
い
て
別
な
角
度
か
ら
追

求
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
稿
で
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

四
、
む
す
び

別
居
、
別
食
、
別
家
計
、
別
経
営
を
旨
と
す
る
本
地
域
の
隠
居
制
に
お
い
て
は
、
家
代
表
権
・
扶
養
と
監
督
の
義
務
、
生
産
、
家
内
リ

ー
ダ

l
シ
ツ
プ
等
の
機
能
が
隠
居
と
オ
モ
に
よ
り
分
担
さ
れ
る
の
で
、
「
イ
エ
」
と
し
て
の
分
立
的
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

そ
れ
は
既
述
の
ご
と
く
か
な
り
融
通
性
を
も
っ
た
分
化
、
分
立
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
「
イ
エ
」
と
し
て
の
枠
を
大
き
く
っ
き
破

る
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
れ
は
「
イ
エ
」
レ
ベ
ル
の
事
柄
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
屋
根
葺
講
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
隠
居
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
ム
ラ
の
規
範
と
し
て
承
認
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ

て
隠
居
は
イ
エ
の
代
表
と
し
て
公
役
に
出
る
こ
と
か
ら
退
く
の
が
建
前
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
イ
エ
」
組
織
と
ム
ラ
組
織
と
整
合
さ



せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
(
も
っ
と
も
ム
ラ
公
役
の
う
ち
、
負
担
的
部
分
は
オ
モ
層
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
、
こ
と
に
政
治

的
、
一
一
社
会
的
中
枢
機
能
に
つ
い
て
は
壮
年
の
オ
モ
層
と
実
力
隠
居
が
当
た
り
、
年
老
い
た
隠
居
は
宮
役
、
名
誉
職
を
除
い
て
は
ム
ラ
公
役

か
ら
退
く
と
い
っ
た
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
建
前
と
実
態
と
の
大
き
な
ズ
レ
が
存
在
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
か

は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
木
地
域
に
お
け
る
隠
居
制
の
変
容
が
こ
う
し
た
ズ
レ
を
も
た
ら
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
も
と
も
と
隠
居
制

L 、t工
、言、ル

そ l喝
ス

し ι

主連
-L>-

現盃

言望
号五
二九
レ Z 
イ¥-c

Jレ;:;
タア

の
機く
能は
イ
分守
化 τ
がベ
士ル
フ爪

公害
去情
互に
宮帰
翌属
1 す
生 る
章と
埋も
ま子 解
出釈
却、さ
内品
位 Tr
置 t
的恒

年」齢、)
的は
性
要急
素
げな
2E 結
<'5 コ必為
二3i 日間

J告
と lけ
こ Tこ

ろ
の
二
重
構
造
を
持
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

生
産
面
に
お
い
て
も
、
経
営
の
分
化
が
ム
ラ
空
間
に
お
い
て
、
隠
居
層
、

オ
モ
層
と
い
う
土
地
利
用
主
体
の
互
層
的
圏
構
造
を
顕
現
せ

し
め
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
生
産
手
段
へ
の
二
重
投
資
、
生
産
力
集
中
の
欠
如
と
い
う
弱
点
を
も
っ
こ
う
し
た
経
営
形
態
が

採
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
γ

こ
の
社
会
が
生
産
力
の
向
上
と
い
う
経
済
的
欲
求
よ
り
も
「
隠
居
す
る
」
と
い
う
社
会
的
・
文
化
的
要
請
を
重

家制度と村落社会

視
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
か
ら
も
、
こ
う
し
た
家
制
度
の
在
り
方
は
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え

る。
し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
大
き
な
社
会
的
・
経
済
的
変
容
は
か
か
る
家
制
度
の
在
り
方
の
基
盤
を
大
き
く
っ
き
崩
し
つ
つ
あ
り
、
今
や

本
地
域
の
隠
居
制
も
崩
壊
過
程
に
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
過
程
の
ズ
レ
が
、
第
一
、
第
二
項
で
述
べ
た
完
全
別
居
か
ら
非
隠
居
に
い
た
る

289' 

隠
居
形
態
の
多
様
性
・
地
域
分
化
と
な
っ
て
顕
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
も
隠
居
制
の
伝
統
的
形
態
を
書
き

留
め
る
こ
と
、
お
よ
び
)
そ
れ
が
今
日
の
状
況
に
お
い
て
ど
う
い
う
意
味
を
持
ち
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
変
り
つ
つ
あ
る
か
を
理
解
す
る
こ

と
が
、
村
落
社
会
め
研
究
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。



290 

本
稿
の
作
成
に
当
つ
て
は
、
東
祖
谷
山
村
の
前
田
村
長
を
は
じ
め
、
役
場
職
員
の
皆
様
に
は
資
料
閲
覧
の
便
宜
を
計
っ
て
い
た
だ
き
、
双
郷
友
太
郎

・
小
松
省
三
・
船
井
守
・
西
秀
優
・
落
合
民
雄
の
各
民
を
は
じ
め
村
民
の
皆
様
に
-
調
査
上
諸
々
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
す
る
。
関
西

大
学
院
生
の
井
出
・
近
藤
の
両
君
お
よ
び
同
学
生
の
井
上
・
寺
西
両
君
に
は
調
査
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
本
稿
は
昭
和
五
十
二
年
五
月
、
広
島
大
学
で
の
歴
史
地
理
学
会
大
会
で
の
発
表
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

註
(
1
)

わ
が
国
の
家
族
制
度
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
戸
悶
貞
三
(
一
九
三
七
)
『
家
族
構
成
』
、
中
川
善
之
助
(
一
九
三
八
)
『
家
族
制
度
全
集
』
史
論

編
、
鈴
木
栄
太
郎
(
一
九
四

O
)
『
日
本
農
村
社
会
学
原
理
』
、
有
賀
喜
左
エ
門
(
一
九
四
一
二
)
『
日
本
家
族
制
度
と
小
作
制
度
』
、
近
年
で
は
、
竹

内
利
美
(
一
九
六
九
)
『
家
族
慣
行
と
家
制
度
』
、
竹
田
旦
こ
九
七

O
)
『
家
を
め
ぐ
る
民
俗
研
究
』
、
姫
岡
勤
他
(
一
九
七
三
)
『
む
ら
の
家

族
』
、
喜
多
野
清
一
他
(
一
九
七

O
)
『
家
と
親
族
組
織
』
、
渡
辺
兵
力
二
九
七
六
)
「
農
家
と
村
落
の
相
互
規
定
」

l
『
村
落
社
会
研
究
第
二
集
』

所
収
一
八
三

t
一
二
四
頁
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
也
明
か
ら
「
家
族
」
・
「
家
」
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
鈴
木
栄
太
郎
お
よ
び

竹
内
利
美
に
し
た
が
っ
て
お
く
。

(
2
)

鈴
木
栄
太
郎
こ
九
四

O
)
l復
刻
版
こ
九
六
八
)
に
よ
る
!
一
一
一
八

t
一一一一一一一頁

(
3
)

鈴
木
栄
太
郎
こ
九
六
八
)
一
六
四
頁
、
竹
内
利
美
(
一
九
六
九
)
四
頁

(
4
)

こ
こ
で
は
管
見
に
ふ
れ
た
、
小
寺
康
吉
(
一
九
六
一
ニ
)
『
庄
川
峡
の
変
貌
片
山
口
弥
一
郎
こ
九
六
四
)
『
集
落
の
構
成
と
機
能
』
、
岩
田
慶
治

ご
九
五
二
)
「
家
族
と
村
溶
構
成
の
変
化
過
程
」

l
『
人
文
研
究
』
一
一
一
1
1
四
、
川
喜
田
二
郎
(
一
九
五
四
)
「
家
族
人
口
の
変
化
過
程
」
!
『
人

文
研
究
』
五
|
九
を
あ
げ
て
お
く
。

(
5
)

竹
田
且
(
一
九
六
四
)
『
民
俗
慣
行
と
し
て
の
隠
居
の
研
究
』
四
九
一

l
五
O
O頁

(
6
)

竹
内
利
美
(
一
九
六
九
)
五

O
I七
三
頁
、
竹
田
旦
(
一
九
六
四
)
五
一

1
五
四
頁

(
7
)

竹
内
利
美
(
一
九
五
八
)
「
隠
居
と
養
子
」

l
『
郷
土
研
究
講
座
・
家
』
所
収
一
八
七

t
二
O
一一良

(
8
)

二
宮
哲
雄
(
一
九
五
六
)
「
切
畑
経
営
地
帯
に
お
け
る
村
落
共
同
体
と
隠
居
慣
行
」
|
『
社
会
科
学
論
集
』
一
一

l
四
号
、
五
九

t
一
O
三
頁
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(
9
)

竹
田
旦
(
一
九
六
回
)
ご
九
七

O
)、
竹
内
利
美
(
一
九
五
八
)
な
ど
に
よ
る
。

(m)
現
在
、
分
布
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
過
去
に
お
い
て
も
隠
居
制
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
竹
田
(
一
九
六
四
)
も
指
摘
す
る

よ
う
に
、
従
来
の
隠
居
制
の
研
究
は
同
居
型
↓
別
居
型
↓
隠
居
分
家
型
↓
別
居
型
↓
同
居
裂
と
い
う
発
展
、
消
滅
の
歴
史
を
示
唆
し
て
い
る
(
す

べ
て
が
こ
の
過
程
を
辿
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
)
。

(
口
)
一
一
宮
哲
雄
(
一
九
五
六
)
一

o
o
t
一
O
一
頁

(
ロ
)
橋
浦
泰
雄
(
一
九
五
五
)
『
日
本
の
家
族
』

(
日
)
保
仙
純
剛
こ
九
五
五
)
「
高
知
県
土
佐
郡
本
川
、
大
川
両
村
採
訪
報
告
」

i
『
近
畿
民
俗
』
二
ハ
号
、
二

t
一一一一一良

(
H
H
)

竹
田
旦
(
一
九
六
回
)
、
九
一

t
ニ
O
八
頁

〈
日
)
こ
の
地
域
の
隠
居
制
に
つ
い
て
は
、
多
国
伝
三
ご
九
五
七
)
『
阿
波
に
お
け
る
隠
居
制
』
、
竹
田
明
(
一
九
五
五
)
『
祖
谷
山
民
俗
誌
』
。
近
畿

民
俗
学
会
編
(
一
九
五
八
)
『
阿
波
木
頭
民
俗
誌
』
一
一
一
八

t
一
三
三
頁
。
小
原
享
ご
九
七
五
)
『
阿
波
の
年
齢
階
梯
制
』
六

l
七
一
頁
な
ど
が

あ
る
。
そ
の
他
に
山
本
正
憲
こ
九
六
七

t
八
)
「
家
族
構
成
と
隠
居
制
付
J
(完
)
」
|
|
ふ
る
さ
と
阿
波
』
五
一

1
五
回
号
を
あ
げ
て
お
く

(
凶
)
祖
谷
地
域
の
概
観
に
つ
い
て
は
、
喜
田
源
内
他
(
一
七
五
九
)
『
祖
谷
山
旧
記
』
、
久
米
惣
七
他
こ
九
五
六
)
『
祖
谷
』
、
西
祖
谷
山
村
ご
九

五
九
)
』
西
祖
谷
山
村
史
』
、
徳
島
県
物
産
陳
列
場
二
九
一
四
)
『
阿
波
藩
民
政
資
料
』
、
一
二
好
昭
一
郎
(
一
九
七

O
)
『
阿
波
の
吉
姓
一
授
』
を
あ

げ
て
お
く
。

(
げ
)
羽
山
久
男
(
一
九
六
九
)
「
剣
山
地
に
お
け
る
離
農
の
地
理
学
的
研
究
」
『
地
理
の
広
場
』
七
号
一

1
一
七
頁
、
同
(
一
九
七

O
)
「
祖
谷
地
方

に
お
け
る
挙
家
離
村
に
つ
い
て
」
『
高
校
地
歴
」
豆
号
二
六
j
四
四
頁

(
路
)
か
つ
て
、
こ
の
地
区
に
は
十
余
戸
あ
り
、
隠
居
可
能
戸
の
全
部
が
隠
居
し
て
い
た
が
、
今
や
隠
居
は
零
で
あ
る
。

(
m
m
)

早
婚
の
風
習
が
あ
る
の
で
、
嗣
子
婚
姻
の
時
点
で
も
隠
居
の
年
齢
は
四
i
五
十
歳
代
と
働
き
盛
り
で
、
家
内
随
一
の
実
力
者
で
あ
る
こ
と
が
多

、しV

(
却
)
呑
川
清
美
こ
九
六
九
)
「
山
村
社
会
の
遺
制
と
集
落
再
編
の
論
理
」
山
村
振
興
調
査
会
編
『
過
疎
開
題
と
山
村
振
興
』
一
五
九

1
一
六
一
二
一
良

(
幻
)
代
々
、
隠
居
制
を
採
っ
て
い
る
家
で
は
、
「
隠
居
株
」
と
か
「
隠
居
家
督
」
と
称
し
て
隠
居
の
田
畑
を
区
別
し
て
い
る
ケ
l
ス
も
あ
る
が
、
多

く
は
そ
の
都
度
、
主
と
し
て
隠
居
の
意
志
に
よ
り
家
族
構
成
を
勘
案
し
て
分
割
さ
れ
る
。

(
詑
)
萱
場
な
ど
一
部
を
残
し
て
、
大
部
分
の
入
会
林
野
が
解
体
し
、
し
か
も
屋
根
も
瓦
、
ト
タ
ン
葺
き
に
な
っ
た
現
在
、
こ
う
し
た
側
面
は
次
第
に
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J

う
す
れ
つ
つ
あ
る
。

(幻

Y

間
取
り
に
よ
れ
ば
、
早
婚
多
産
で
あ
っ
た
本
地
域
で
は
多
数
の
家
族
員
を
養
う
た
め
に
焼
畑
経
営
に
か
な
り
力
が
注
が
れ
た
が
、
そ
の
主
体
は

開
拓
前
線
を
受
け
持
っ
た
オ
モ
層
で
あ
っ
た
と
い
う
。

〈
但
)
本
来
は
、
オ
モ
が
隠
居
を
助
け
る
と
い
う
ケ
l
ス
が
多
か
っ
た
の
だ
が
、
近
年
で
は
オ
モ
世
帯
主
の
出
稼
や
他
産
業
就
業
の
た
め
弱
体
化
し
た

オ
モ
の
労
働
力
を
隠
居
が
補
う
と
い
う
逆
の
ケ
l
ス
が
増
加
し
て
い
る
。




